
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２０２３年２月の鉄道営業収入が対前年同月比１６０．５％、対２０１８年度８８．４％と発表されました。

この順調な回復は、赤字コロナ禍から職場で奮闘し続ける組合員・社員の成果です！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 
 

 

発行責任者 佐藤英樹 

ＪＲ東労組ホームページ 

 

全国旅行支援で、1月 10日から 3月末

まで全国で観光需要喚起が行われている。

インバウンドは 2022 年の訪日者数は

380万人だったが、今年に入ってたった 1

ヶ月で 150万人となっている。 
 

年初の計画では、段階的に徐々に回復し

ていくと絵を描いていたが、夏のコロナ再

拡大に引きずられる格好で第 3 四半期の

累計では当初計画を割り込んでいる。 

社会の動向を踏まえ

れば明るい材料が見え

るものの決して、 

経営が目標を立て

て、色々な施策を示し

て我々が施策を担う。 

その結果、目標に達していないから賃金が

出せないのは納得出来ない。 

目標を立てた経営側に責任

があるのではないのか。 

経営が計画を立てた

との認識は一致出来な

い。経営責任ではなく、 

 それは社員全体として取組むものである。 


